
運営会議の外部委員からの意見を反映した主な事例（令和７年度）

運営会議外部委員からの意⾒ 対応・取組
◆若⼿育成について
【意⾒】
   ⼤学院⽣の育成を視野に⼊れた国際プログラムを整備するのはどう
か。

                （令和7年6⽉20⽇ 運営会議）

【対応・取組】
 テストケースとして、令和８年度に、ハーバード⼤学ライシャワー
研究所と共同で、⽇本研究を専⾨とする国内外の⼤学院⽣を集めて、
５⽇間に渡ってプレゼンテーションスキルを集中的に特訓するプログ
ラム「International Presentation Workshop」を開催することとなりま
した。

◆書物（研究成果）の多⾔語発信の推進
【意⾒】
 ⼈⽂系の研究の基本が、論⽂ではなく、本であるという点は変わら
ない。古い本でも新しい本でも読んで影響を受ける。研究成果（特に
書物）の多⾔語発信は、AI翻訳の進展によりハードルが下がってきて
いることを利⽤すべきだし、出版という形でやっていただきたい。

                 （令和7年6⽉20⽇ 運営会議）

【対応・取組】
 第３期の成果物である「⽇⽂研⼤衆⽂化研究叢書」（全５冊、⽇本
語版）について、令和５年度に韓国語（全５冊）、令和７年度に中国
語（３冊 ※令和８年度にも１冊刊⾏予定）へと翻訳し、各国の⼤学
の授業の教材にも採⽤されました。
 さらに、海外の出版社から、令和７年度にハンドブックの出版を⾏
うなど、多⾔語発信を進めていきます。
 併せて、AI翻訳については、引き続き検討を⾏っていきます。

◆企業等との連携について
【意⾒】
・企業では、中堅社員に対し、リカレント教育を実施したいという声
 がある。そういった企業と連携してはどうか。
・京都の地場の企業等との知⼰を得て、レクチャーシリーズ等を実施
 できれば、スマートではないか。

                 （令和7年12⽉12⽇ 運営会議）

【対応・取組】
 ⼈⽂知応援フォーラムの協⼒を得て、⽇⽂研内で、若⼿経営者等に
向けた２⽇間に渡るトライアル研修(令和7年11⽉29⽇~30⽇)を開催し
ました。
 今後、いただいた意⾒をもとに、検討を進めていきます。


